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Ⅰ. ごあいさつ

皆様には平素より弊社業務に関しまして大変お引き立てを賜り厚く御礼申し上げます。

　2022年6月1日より「オリーブ少額短期保険株式会社」として新たなスタートを
切りました。

エネルギーや食料等の価格高騰、労働需給のひっ迫などを背景に、世界的に
インフレが拡大してきました。
　日本経済についても同様に「ウィズコロナ」を前提に経済活動が正常化の方向へ徐々に進ん
でいる中、原材料価格の上昇や急激な円安を背景に物価高が進行し、経済活動や国民生活に
深刻な影響を与える1年となりました。

「オリーブの一時金保険」を販売することといたしました。

申し上げるため、「ディスクロージャー資料2022」を作成いたしました。

ただきますとともに、温かいご支援、ご愛顧を賜りますようお願い申し上げます。

オリーブ少額短期保険株式会社　ディスクロージャー （2023）

最後となりましたが、経営方針、事業概況、財務状況等事業活動についてご報告

弊社では、今まで多くのご契約者様に親しまれていた「プレミア総合保険」が

　世界経済は、新型コロナウイルスとの共存、社会経済活動の正常化が一段と進め
られる一方で、ロシア・ウクライナ情勢等地政学リスクの高まりの影響により、

また、2022年6月1日より「フリーセレクト」・「にじいろお部屋保険」の新規販売を

　弊社もグループ会社と連携し、お客様のニーズを敏感にとらえ、お客様に

終了し、2022年7月1日より「オリーブの死亡保険」・2022年11月1日より

新型コロナウィルス感染症は政府の感染症法上の位置付けが2 類から5 類に

経過措置期間の終了をもって2023年3月31日に更新終了となりました。

変更され、日常を取り戻すべく大きく舵が切られました。

オリーブ少額短期保険株式会社

皆さまには、新しくなりましたオリーブ少額短期保険株式会社の成長にご期待い

2023年7月

求められる保険会社となれるように挑戦していく所存です。

本誌が弊社の現状をご理解いただく一助としてお役に立てれば幸いに存じます。

オリーブ少額短期保険株式会社　ディスクロージャー （2023）
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　皆様には平素より弊社業務に関しまして大変お引き立てを賜り厚く御礼申し上げます。

　2022 年 6 月1日より「オリーブ少額短期保険株式会社」として新たなスタートを切りました。
　世界経済は、新型コロナウイルスとの共存、社会経済活動の正常化が一段と進められる一方で、ロシア・
ウクライナ情勢等地政学リスクの高まりの影響により、エネルギーや食料等の価格高騰、労働需給のひっ迫
などを背景に、世界的にインフレが拡大してきました。
　日本経済についても同様に「ウィズコロナ」を前提に経済活動が正常化の方向へ徐々に進んでいる中、
原材料価格の上昇や急激な円安を背景に物価高が進行し、経済活動や国民生活に深刻な影響を与える
1年となりました。
　弊社では、今まで多くのご契約者様に親しまれていた「プレミア総合保険」が経過措置期間の終了を	
もって2023 年 3月31日に更新終了となりました。
　また、2022 年 6月1日より「フリーセレクト」・「にじいろお部屋保険」の新規販売を終了し、2022 年 
7 月1日より「オリーブの死亡保険」・2022 年 11 月1日より「オリーブの一時金保険」を販売することと	
いたしました。
　新型コロナウィルス感染症は政府の感染症法上の位置付けが 2類から5類に変更され、日常を取り戻す
べく大きく舵が切られました。
　弊社もグループ会社と連携し、お客様のニーズを敏感にとらえ、お客様に求められる保険会社となれる	
ように挑戦していく所存です。

　最後となりましたが、経営方針、事業概況、財務状況等事業活動についてご報告申し上げるため、	
「ディスクロージャー資料 2022」を作成いたしました。
　本誌が弊社の現状をご理解いただく一助としてお役に立てれば幸いに存じます。

　皆さまには、新しくなりましたオリーブ少額短期保険株式会社の成長にご期待いただきますとともに、	
温かいご支援、ご愛顧を賜りますようお願い申し上げます。

2023 年 7月
オリーブ少額短期保険株式会社

Ⅰ. ごあいさつ
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Ⅱ. 概況および組織に関する事項

１．経営理念

●
貢献すること。

２．会社の特色

を受け、2008年11月5日より営業を開始しました。

　2022年6月からは従来の取扱商品の新規販売を終了し、2022年7月1日より新たな
お客様の健康状態により選んでご加入いただける『オリーブの死亡保険』の販売を
開始し、2022年11月1日より『オリーブの一時金保険』を販売開始しました。

３．会社の沿革

「総合福祉共済会」の共済販売を受託
少額短期保険業者の登録申請
少額短期保険業者 関東財務局長（少額短期保険）第36号登録
プレミア少額短期保険株式会社に商号変更
プレミア少額短期保険株式会社として営業開始
医療給付つき定期保険『プレミア総合保険』販売開始

障害保険『フリーセレクト』販売開始
（『フリーセレクト』の販売開始に伴い『プレミア総合保険』
の販売を終了）

販売開始
株式会社にじいろ少額短期保険に商号変更
新賃貸入居者総合保険『にじいろお部屋保険』販売開始

『オリーブの一時金保険』を販売開始

株式譲渡により株式会社NFCホールディングスが株主となる
2022 年 6 月 1 日 オリーブ少額短期保険株式会社に商号変更

本社を東京都新宿区新宿5丁目17-18　H&Iビルに移転

全従業員の物心両面における幸福を追求すると同時に人類、社会の進歩発展に

2008 年 11 月 5 日

　今後も、少額短期保険の特性を活かし、お客様のニーズに応える質の高い商品・

2001 年 7 月 3 日
2008 年 3 月 25 日

　当社は、総合福祉共済会の販売受託会社として2001年7月3日発足しました。
2006年の保険業法改正に伴い、共済加入者の保護並びにこれまで販売受託

また、当初、取扱商品は生命保険・医療保険のみでしたが2012年8月6日より

会社として蓄積してきた加入者ニーズを反映させた進取の気性に富んだ質の高い

オリーブ少額短期保険株式会社　ディスクロージャー （2023）

当社の経 営理 念は 次の とお りで す。

2022 年 11 月 1 日

2020 年 6 月 8 日

商品・サービスを提供し社会貢献に寄与する目的で少額短期保険業者の登録申請

賃貸入居者向けの総合保険を販売いたしました。

サービスを提供してまいります。

賃貸住宅入居者総合保険『Ｒｏｏｍ ’ ｓ 住まいの保 険』

契約者保障選択型 医療保険、契約者保障選択型 死亡・高度

2012 年 8 月 6 日

2009 年 11 月 1 日

2008 年 8 月 29 日
2008 年 9 月 2 日

2020 年 1 月 1 日

『オリーブの死亡保険』を販売開始2022 年 7 月 1 日
『フリーセレクト』『にじいろお部屋保険』の販売を終了

2022 年 3 月 31 日

オリーブ少額短期保険株式会社　ディスクロージャー （2023）
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１． 経営理念

当社の経営理念は次のとおりです。
● 全従業員の物心両面における幸福を追求すると同時に人類、社会の進歩発展に貢献すること。

２． 会社の特色

　当社は、総合福祉共済会の販売受託会社として2001 年 7月3日発足しました。
　2006 年の保険業法改正に伴い、共済加入者の保護並びにこれまで販売受託会社として蓄積し
てきた加入者ニーズを反映させた進取の気性に富んだ質の高い商品・サービスを提供し社会貢献に	
寄与する目的で少額短期保険業者の登録申請を受け、2008 年 11月5日より営業を開始しました。
　また、当初、取扱商品は生命保険・医療保険のみでしたが 2012 年 8月6日より賃貸入居者向け
の総合保険を販売いたしました。
　2022 年 6月からは従来の取扱商品の新規販売を終了し、2022 年 7月1日より新たなお客様の	
健康状態により選んでご加入いただける『オリーブの死亡保険』の販売を開始し、2022 年 11月1日
より『オリーブの一時金保険』を販売開始しました。
　今後も、少額短期保険の特性を活かし、お客様のニーズに応える質の高い商品・サービスを提供	
してまいります。

３． 会社の沿革

2001 年  7 月  3 日	 「総合福祉共済会」の共済販売を受託
2008 年  3 月 25 日	 少額短期保険業者の登録申請
2008 年  8 月 29 日	 少額短期保険業者 関東財務局長（少額短期保険）第 36 号登録
2008 年  9 月  2 日	 プレミア少額短期保険株式会社に商号変更
2008 年 11 月  5 日	 プレミア少額短期保険株式会社として営業開始
	 	 	 医療給付つき定期保険『プレミア総合保険』販売開始
2009 年 11 月  1 日	 �契約者保障選択型 医療保険、契約者保障選択型 死亡・高度障害保険	

『フリーセレクト』販売開始
	 	 	 �（『フリーセレクト』の販売開始に伴い『プレミア総合保険』の販売を

終了）
2012 年  8 月  6 日	 賃貸住宅入居者総合保険『Room’s 住まいの保険』販売開始
2020 年  1 月  1 日	 株式会社にじいろ少額短期保険に商号変更
2020 年  6 月  8 日	 新賃貸入居者総合保険『にじいろお部屋保険』販売開始
2022 年  3 月 31 日	 株式譲渡により株式会社NFCホールディングスが株主となる
2022 年  6 月  1 日	 オリーブ少額短期保険株式会社に商号変更
	 	 	 本社を東京都新宿区新宿 5丁目 17-18　H&I ビルに移転
	 	 	 『フリーセレクト』『にじいろお部屋保険』の販売を終了
2022 年  7 月  1 日	 『オリーブの死亡保険』を販売開始
2022 年 11 月  1 日	 『オリーブの一時金保険』を販売開始

Ⅱ. 概況および組織に関する事項
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経営の組織

所在地

（本社） 東京都新宿区新宿5丁目17番18号

（支社） 支社・支店は、ございません。

組織図

監査役

取締役会

保険計理人

株主総会

各種委員会

（1）

４．

（2）
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コ
ン
プ
ラ
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部

代表取締役

内部監査室

経
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管
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部
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理

部

営

業

部

オリーブ少額短期保険株式会社　ディスクロージャー （2023）

−4−



- 5 -

株式の状況

株式数

発行可能株式総数

発行済株式総数

株主数

株主

役員の状況

使用人の状況

代表取締役社長 経営管理部甲斐　正恭

オリーブ少額短期保険株式会社　ディスクロージャー （2023）

５．

株式会社
ナローピーク

（1）

2,000 株

1,934 株

（2） 1 名

（3）

発 行 済 株 式 の 総 数 に
占 め る 持 株 数 の 割 合

1,934 株 100.0 ％

株主氏名

氏　　　　名

６． （ 2023年 3月 31日 現在 ）

地　位　お　よ　び　担　当

持 株 数

営業職員 1 名 5 名

７．

2022年度末2021年度末

内勤職員 3 名

区分

営業部

監査役

山田　亮一

鎌田　晴久

取締役

39 歳

当期増減

12 名 9 名 32 歳

4 名

平均年齢

清水　展仁 取締役 業務管理部

星野　満保 取締役 業務管理部

オリーブ少額短期保険株式会社　ディスクロージャー （2023）
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Ⅲ. 主要な業務の内容

１．取扱商品

生命保険「2022年7月1日発売」
死亡保険・引受基準緩和型死亡保険・無選択型死亡保険　『オリーブの死亡保険』
・死亡保険金
〇死亡保険金のみ。お客様の健康状態に応じて3つの引受基準・保険料を展開。
〇保険金額は300万円まで（年齢・健康状態によって制限があります。）
〇20歳から89歳まで加入可能で99歳まで更新可能（無選択型は94歳まで）

生命保険「2022年11月1日発売」
入院一時金保険・引受基準緩和型入院一時金保険　『オリーブの一時金保険』
・入院一時金保険
〇疾病・災害による1泊2日以上の入院1回につき一時金で保険金を支払う。
〇保険金額は10万円・20万円・30万円（年齢・健康状態によって制限があります。）
〇20歳から89歳まで加入可能で99歳まで更新可能（無選択型は94歳まで）
○65歳以上は介護一時金保険も特約として付加することが可能。

生命保険・医療保険（新規販売停止）

契約者保障選択型医療保険
契約者保障選択型死亡・高度障害保険『フリーセレクト』
・ 入院保険金（疾病・災害いずれも保障）
・ 手術保険金 ・特定疾病診断一時金
・ 死亡保険金・高度障害保険金 ・災害死亡保険金・災害高度障害保険金

損害保険（新規販売停止）

新賃貸住宅入居者総合保険『にじいろお部屋保険』

個人賠償責任保険・入居者用賠償責任保険
家財補償

オリーブ少額短期保険株式会社　ディスクロージャー （2023）オリーブ少額短期保険株式会社　ディスクロージャー （2023）
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生命保険「2022年7月1日発売」
死亡保険・引受基準緩和型死亡保険・無選択型死亡保険　『オリーブの死亡保険』
・死亡保険金
〇死亡保険金のみ。お客様の健康状態に応じて3つの引受基準・保険料を展開。
〇保険金額は300万円まで（年齢・健康状態によって制限があります。）
〇20歳から89歳まで加入可能で99歳まで更新可能（無選択型は94歳まで）

生命保険「2022年11月1日発売」
入院一時金保険・引受基準緩和型入院一時金保険　『オリーブの一時金保険』
・入院一時金保険
〇疾病・災害による1泊2日以上の入院1回につき一時金で保険金を支払う。
〇保険金額は10万円・20万円・30万円（年齢・健康状態によって制限があります。）
〇20歳から89歳まで加入可能で99歳まで更新可能（無選択型は94歳まで）
○65歳以上は介護一時金保険も特約として付加することが可能。

生命保険・医療保険（新規販売停止）
契約者保障選択型医療保険
契約者保障選択型死亡・高度障害保険『フリーセレクト』
・入院保険金（疾病・災害いずれも保障）
・手術保険金・	 特定疾病診断一時金	
・死亡保険金・高度障害保険金　　　・災害死亡保険金・災害高度障害保険金

損害保険（新規販売停止）
新賃貸住宅入居者総合保険『にじいろお部屋保険』
家財補償
個人賠償責任保険・入居者用賠償責任保険
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保険の募集方法

生命保険・医療保険

２つの販売チャネルで販売

・募集代理店による対面販売

・通信販売による非対面販売

再保険の状況について

生命保険・医療保険

しては、法令に基づき少額短期保険業者に関する経過措置を適用しております。

当該経過措置を適用するため、内閣府令で定めるところにより、上限額を超える

保険契約を締結しております。

更新手続きを行っておりません。

につきましても再保険を付保しております。

取締役会にて決定しております。

2022年7月より販売しております『オリーブの死亡保険』、2022年11月より

販売しております『オリーブの一時金保険』については再保険契約を締結して

おりません。

保険会社と再保険契約を締結しております。

３．

損害保険

オリーブ少額短期保険株式会社　ディスクロージャー （2023）

２．

金額相当額を再保険金額とする再保険を付保することとし、再保険会社と再

新賃貸住宅入居者総合保険につきましても、生命保険・医療保険と同様に再

プレミア総合保険（医療給付つき定期保険：2009年10月販売停止）につきま

なお、経過措置につきましては、2023年3月31日が期限となっており期限以降は

また、少額短期保険業者に関する経過措置を適用しない新商品であるフリー

セレクト（契約者保障選択型医療保険、契約者保障選択型死亡・高度障害保険）

再保険会社の選定にあたっては、「再保険規程」に基づき、再保険会社の財務

格付けや財務状況などを勘案し、コンプライアンス・リスク管理委員会および

オリーブ少額短期保険株式会社　ディスクロージャー （2023）
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　プレミア総合保険（医療給付つき定期保険：2009 年 10月販売停止）につきましては、法令に

基づき少額短期保険業者に関する経過措置を適用しております。当該経過措置を適用するため、

内閣府令で定めるところにより、上限額を超える金額相当額を再保険金額とする再保険を付保する

こととし、再保険会社と再保険契約を締結しております。

　なお、経過措置につきましては、2023 年 3月31日が期限となっており期限以降は更新手続きを	

行っておりません。

　また、少額短期保険業者に関する経過措置を適用しない新商品であるフリーセレクト（契約者

保障選択型医療保険、契約者保障選択型死亡・高度障害保険）につきましても再保険を付保	

しております。

　再保険会社の選定にあたっては、「再保険規程」に基づき、再保険会社の財務格付けや	

財務状況などを勘案し、コンプライアンス・リスク管理委員会および取締役会にて決定しております。

　2022 年 7月より販売しております『オリーブの死亡保険』、2022 年 11月より販売しております	

『オリーブの一時金保険』については再保険契約を締結しておりません。

　新賃貸住宅入居者総合保険につきましても、生命保険・医療保険と同様に再保険会社と	

再保険契約を締結しております。

生命保険・医療保険

損害保険
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【 当社の再保険取引先会社名 】

当社は、下記保険会社と再保険契約を締結しています。

生命保険・医療保険

トーア再保険株式会社

現代海上火災保険株式会社　日本支店

保険金のお支払について

行い、支払漏れ等を防止しております。

りやすく説明させていただいております。

と顧問契約を結び、モラル案件等へのアドバイスを受けられる体制となりました。

して支払業務に係る業務体制の整備や組織強化に日々努めております。

当社ホームページにも掲載しております。 )。 加えて2014 年10 月より弁護士

また、取締役会においても保険金支払管理を統合的に管理し所管部署と連携

保険金のお支払を最も重要な業務の一つと位置づけ、業務管理部・保険金

グループを設置し保険事故連絡の受付から支払いまで必ずダブルチェックを

不払いとなる場合については、顧客に対して不払いとなる理由を丁寧かつ分か

　2013年4月1日より、少額短期保険協会は、支払時情報交換制度を創設しました。

当社は、保険金の不正請求などのモラルリスク排除等を目的として、当制度に

参加しております（制度の概要につきましては次ページをご覧ください。また、

４．

損害保険

オリーブ少額短期保険株式会社　ディスクロージャー （2023）オリーブ少額短期保険株式会社　ディスクロージャー （2023）
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支払時情報交換制度について

上記各手続きの詳細については、当社までご連絡ください。 

【相互照会事項】 

次の事項が相互照会されます。ただし、契約消滅後５年を経過した契約に係るものは除きます。

 照会項目  回答項目

・ 被保険者の氏名・生年月日・性別・ ・ 保険種類・契約日・復活日・消滅日・保険契約者の

住所（市・区・郡まで） 氏名および被保険者との続柄・死亡保険金等受取人

の氏名および被保険者との続柄・死亡保険金額・給

付金日額・各特約内容・保険料および支払方法・照

会を受けた日から５年以内に発生した保険事故に関

する保険事故発生日、死亡日、入院日、退院日、対

象となる保険事故

・ 契約者の氏名、生年月日、住所（市・ ・ 保険種類・保険の目的・保険金額・保険期間・保険

区・郡まで）、被保険者の氏名、 事故の発生日・場所・事故形態・事故原因

生年月日、性別、住所（市・区

・郡まで）

・ 契約者の氏名、生年月日、被保険動 ・ 被保険動物の生年月日、マイクロチップ情報、血統

物の種類（品種または動物種類）、被 書番号、証券番号、補償割合、保険期間、解除・解

保険動物の名称（ペット名）、契約者 約日、保険金請求履歴の有無。保険金支払履歴の有

の住所（市・区・郡まで） 無、治療期間、動物病院名、その他特別事項（謝絶

歴、解除歴等）

※「支払時情報交換制度」に参加している各少額短期保険業者等の社名につきましては、一般社団法人日本少額短期保険

協会ホームページ（http://www.shougakutanki.jp/）をご参照ください。

 保険種目

 生命・入院保険等

 損害保険等

 ペット保険等

き、相互照会事項の一部または全部について、一般社団法人日本少額短期保険協会を通じて、他の各少額短期保険業者等

に照会を行い、他の各少額短期保険業者等に照会を行い、他の各少額短期保険業者等からの情報を受け、また他の各少額

の情報については、当社が管理責任を負います。保険契約者または被保険者、保険金等受取人およびその代理人は、当社

の定める手続きに従い、相互照会事項記載の情報の開示を求め、その内容が事実と相違している場合には、訂正を申し出

ることができます。また、個人情報の保護に関する法律に違反して相互照会事項記載の情報が取り扱われている場合、当

社の定める手続きに従い、当該情報利用停止あるいは第三者への提供の停止を求めることができます。

短期保険業者等からの照会に対して情報を提供すること（以下「相互照会」といいます。）があります。相互照会される

情報は、下記のものに限定され、ご請求にかかる傷病名その他の情報が、相互照会されることはありません。また、相互

照会に基づき各少額短期保険業者等に提供された情報は、相互照会を行った各少額短期保険業者等によるお支払いの判断

の参考とするために利用されることがありますが、その他の目的のために利用されることはありません。照会を受けた各

少額短期保険業者等において、相互照会事項記載の情報が存在しなかったときは、照会の事実は消去されます。各少額短

期保険業者等は「支払時情報交換制度」により知り得た情報を他に公開いたしません。 当社が保有する相互照会事項記載

オリーブ少額短期保険株式会社　ディスクロージャー （2023）

保険金等のご請求に際して、お客様のご契約内容を照会させていただくことがあります。当社は、一般社団法人日本少額

短期保険協会および少額短期保険業者各社、特定の損害保険会社（以下「少額短期保険業者等」といいます。）とともに、

お支払いの判断または保険契約の解除、取消もしくは無効の判断（以下「お支払い等の判断」といいます。）の参考とす

ることを目的として、「支払時情報交換制度」に基づき当社を含む各少額短期保険業者等の保有する保険契約等に関する

保険金等のご請求があった場合やこれらに係る保険事故が発生したと判断される場合に、「支払時情報交換制度」に基づ

下記の照会事項記載の情報を共同して利用しております。 

オリーブ少額短期保険株式会社　ディスクロージャー （2023）
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支払時情報交換制度について

【相互照会事項】

次の事項が相互照会されます。ただし、契約消滅後５年を経過した契約に係るものは除きます。

　保険金等のご請求に際して、お客様のご契約内容を照会させていただくことがあります。当社は、一
般社団法人日本少額短期保険協会および少額短期保険業者各社、特定の損害保険会社（以下「少額短期
保険業者等」といいます。）とともに、お支払いの判断または保険契約の解除、取消もしくは無効の判断	
（以下「お支払い等の判断」といいます。）の参考とすることを目的として、「支払時情報交換制度」に基づき	
当社を含む各少額短期保険業者等の保有する保険契約等に関する下記の照会事項記載の情報を共同して	
利用しております。
　保険金等のご請求があった場合やこれらに係る保険事故が発生したと判断される場合に、「支払時情報	
交換制度」に基づき、相互照会事項の一部または全部について、一般社団法人日本少額短期保険協会を	
通じて、他の各少額短期保険業者等に照会を行い、他の各少額短期保険業者等に照会を行い、他の各少額
短期保険業者等からの情報を受け、また他の各少額短期保険業者等からの照会に対して情報を提供する	
こと（以下「相互照会」といいます。）があります。相互照会される情報は、下記のものに限定され、	
ご請求にかかる傷病名その他の情報が、相互照会されることはありません。また、相互照会に基づき	
各少額短期保険業者等に提供された情報は、相互照会を行った各少額短期保険業者等によるお支払いの	
判断の参考とするために利用されることがありますが、その他の目的のために利用されることはありません。
照会を受けた各少額短期保険業者等において、相互照会事項記載の情報が存在しなかったときは、照会の
事実は消去されます。各少額短期保険業者等は「支払時情報交換制度」により知り得た情報を他に公開	
いたしません。 当社が保有する相互照会事項記載の情報については、当社が管理責任を負います。保険	
契約者または被保険者、保険金等受取人およびその代理人は、当社の定める手続きに従い、相互照会事項
記載の情報の開示を求め、その内容が事実と相違している場合には、訂正を申し出ることができます。また、
個人情報の保護に関する法律に違反して相互照会事項記載の情報が取り扱われている場合、当社の定める
手続きに従い、当該情報利用停止あるいは第三者への提供の停止を求めることができます。
　上記各手続きの詳細については、当社までご連絡ください。

保険種目 照会項目 回答項目

生命・入院保険等 ・�被保険者の氏名・生年月日・性別・
住所（市・区・郡まで）

・�保険種類・契約日・復活日・消滅日・保険契約
者の氏名および被保険者との続柄・死亡保険金
等受取人の氏名および被保険者との続柄・死亡
保険金額・給付金日額・各特約内容・保険料	
および支払方法・照会を受けた日から５年以内
に発生した保険事故に関する保険事故発生日、
死亡日、入院日、退院日、対象となる保険事故

損害保険等 ・�契約者の氏名、生年月日、住所
（市・区・郡まで）、被保険者の氏名、	
生年月日、性別、住所（市・区・郡まで）

・�保険種類・保険の目的・保険金額・保険期間・
保険事故の発生日・場所・事故形態・事故原因

ペット保険等 ・�契約者の氏名、生年月日、被保険
動物の種類（品種または動物種類）、
被保険動物の名称（ペット名）、	
契約者の住所（市・区・郡まで）

・�被保険動物の生年月日、マイクロチップ情報、
血統書番号、証券番号、補償割合、保険期間、
解除・解約日、保険金請求履歴の有無。保険金
支払履歴の有無、治療期間、動物病院名、その
他特別事項（謝絶歴、解除歴等）

※「支払時情報交換制度」に参加している各少額短期保険業者等の社名につきましては、一般社団法人日本少額短期保険協
会ホームページ（http://www.shougakutanki.jp/）をご参照ください。
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Ⅳ．主要な業務に関する事項

業務の概況

世界経済は、新型コロナウイルスとの共存、社会経済活動の正常化が一段と進め

エネルギーや食料等の価格高騰、労働需給のひっ迫などを背景に、世界的に

　日本経済についても同様に「ウィズコロナ」を前提に経済活動が正常化の方向へ

　各個人が自分の将来に対して備える時代にあって、弊社は保険会社として重要な
役割を果たすべくお客様に有益な商品の提供、販売体制の整備に努めてまいります。

4,063件の新規契約を獲得しました。その結果、生命保険の合計保有件数は4,992件、
前年度比446.1％となりました。

なりました。

保険金をお支払いしました。

　今後もニーズを見据えた新商品の開発・販売を進めてまいります。

オリーブ少額短期保険株式会社　ディスクロージャー （2023）

募集代理店は年度末代理店数は410店となっております。

　今まで販売していた契約者選択型生命保険（フリーセレクト)、経過措置商品
である医療給付つき定期保険(プレミア総合保険）、損害保険商品として新賃貸住宅

生命保険では販売を停止しているフリーセレクト・プレミア総合保険（販売停止

１．

徐々に進んでいる中、原材料価格の上昇や急激な円安を背景に物価高が進行し、
経済活動や国民生活に深刻な影響を与える1年となりました。

られる一方で、ロシア・ウクライナ情勢等地政学リスクの高まりの影響により、

インフレが拡大してきました。

このような状況の中、当社は株主の変更に伴い新株主や新グループと連携して

新たに販売開始しました「オリーブの死亡保険」・「オリーブの一時金保険」で

経常費用は567,139千円となりました。

新たな市場での営業活動を展開してまいります。

「オリーブの一時金保険」の販売を開始しました。
入居者総合保険(にじいろお部屋保険)の販売を中止し、「オリーブの死亡保険」と

グループ会社と連携し生命保険販売を中心とした体制に変更となりました。

　生損保合計の年度末保有7,470件、収入保険料は147,494千円、経常収益は

占率が相対的に増加の傾向がみられ、また、フリーセレクトでは死亡保険金の支払が

・経過措置商品）が必然的保有減少（加入年齢超過、失効、解約等）いたしましたが、

発生しました。新たに販売開始した「死亡保険」「一時金保険」においては無選択型

▲448,919千円となりました。（新商品販売の初期コスト・業務委託費用による。）

・緩和型において加入直後より保険金支払い発生しており生命保険で27,317千円の

生損保合計の支払保険金は30,931千円となりました。

　損害保険では新賃貸住宅入居者総合保険(にじいろお部屋保険)は、販売を中止し

支払保険金はプレミア総合保険の保有契約が減少し、支払いリクスの高い契約の

　新賃貸住宅入居者総合保険(にじいろお部屋保険)の支払保険金は3,614千円で

事業費は539,433千円で、新商品販売の準備費用や業務委託費用がかさみ、

ており、保有は更新終了・解約により減少し契約件数は2,478件、前年度比59.2％と

ソルベンシー・マージン比率は2079.1％となりました。

　販売体制は株主変更にともない、家財保険販売を中心とした代理店から株主や

　その結果、当期は経常損益488,379千円、当期純損益448,919千円、

オリーブ少額短期保険株式会社　ディスクロージャー （2023）
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１．業務の概況

　世界経済は、新型コロナウイルスとの共存、社会経済活動の正常化が一段と進められる一方
で、ロシア・ウクライナ情勢等地政学リスクの高まりの影響により、エネルギーや食料等の	
価格高騰、労働需給のひっ迫などを背景に、世界的にインフレが拡大してきました。
　日本経済についても同様に「ウィズコロナ」を前提に経済活動が正常化の方向へ徐々に	
進んでいる中、原材料価格の上昇や急激な円安を背景に物価高が進行し、経済活動や国民生活
に深刻な影響を与える 1年となりました。
　各個人が自分の将来に対して備える時代にあって、弊社は保険会社として重要な役割を	
果たすべくお客様に有益な商品の提供、販売体制の整備に努めてまいります。
　このような状況の中、当社は株主の変更に伴い新株主や新グループと連携して新たな市場で
の営業活動を展開してまいります。
　今まで販売していた契約者選択型生命保険（フリーセレクト )、経過措置商品である医療	
給付つき定期保険 ( プレミア総合保険）、損害保険商品として新賃貸住宅入居者総合保険	
( にじいろお部屋保険 ) の販売を中止し、「オリーブの死亡保険」と「オリーブの一時金保険」
の販売を開始しました。
　生命保険では販売を停止しているフリーセレクト・プレミア総合保険（販売停止・経過措置
商品）が必然的保有減少（加入年齢超過、失効、解約等）いたしましたが、新たに販売開始	
しました「オリーブの死亡保険」・「オリーブの一時金保険」で 4,063 件の新規契約を獲得	
しました。その結果、生命保険の合計保有件数は 4,992 件、前年度比 446.1％となりました。
　損害保険では新賃貸住宅入居者総合保険 ( にじいろお部屋保険 ) は、販売を中止しており、
保有は更新終了・解約により減少し契約件数は 2,478 件、前年度比 59.2％となりました。
　生損保合計の年度末保有 7,470 件、収入保険料は 147,494 千円、経常収益は▲ 448,919 千円と
なりました。（新商品販売の初期コスト・業務委託費用による。）
　支払保険金はプレミア総合保険の保有契約が減少し、支払いリクスの高い契約の占率が相
対的に増加の傾向がみられ、また、フリーセレクトでは死亡保険金の支払が発生しました。	
新たに販売開始した「死亡保険」「一時金保険」においては無選択型・緩和型において加入	
直後より保険金支払い発生しており生命保険で 27,317 千円の保険金をお支払いしました。
　新賃貸住宅入居者総合保険 ( にじいろお部屋保険 ) の支払保険金は 3,614 千円で生損保合計
の支払保険金は 30,931 千円となりました。
　事業費は 539,433 千円で、新商品販売の準備費用や業務委託費用がかさみ、経常費用は
567,139 千円となりました。
　その結果、当期は経常損益 488,379 千円、当期純損益 448,919 千円、ソルベンシー・マージン
比率は 2079.1％となりました。
　募集代理店は年度末代理店数は 410 店となっております。
　販売体制は株主変更にともない、家財保険販売を中心とした代理店から株主やグループ会社
と連携し生命保険販売を中心とした体制に変更となりました。
　今後もニーズを見据えた新商品の開発・販売を進めてまいります。
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直近の3事業年度における主要な業務の状況を示す指標

準備金の額を加えたものです。

 保険業法上の純資産額(※） 70,756千円 83,069千円 33,278千円 

 総資産額 124,493千円 133,707千円 185,301千円

 純資産額 68,458千円 80,771千円 31,460千円 

２．

 ソルベンシー・マージン比率

オリーブ少額短期保険株式会社　ディスクロージャー （2023）

区　　　分 2020年度 2021年度
2022年度

（ 当期 ）

 経常収益 196,265千円 169,887千円 180,064千円

 経常利益 △ 11,421千円 14,841千円 △448,379千円

 当期純利益 △ 13,979千円 12,313千円 △448,919千円

 資本金の額 24,000千円 24,000千円 223,804千円

 （発行済株式の総数） 480株 480株 1,934株

基づき貸借対照表の純資産の部の金額に異常危険準備金および価格変動
※

 責任準備金残高 37,503千円 35,795千円 62,069千円

4名 4名 16名 

 有価証券残高 － － －

3,626.6％ 3,410.9％ 2,079.2％ 

－ －

 従業員数

保険業法上の純資産額とは、保険業法施行規則第211条の8第1項の規定に

 正味収入保険料 80,688千円 69,491千円 125,090千円 

 配当性向 －

オリーブ少額短期保険株式会社　ディスクロージャー （2023）
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直近の2事業年度における業務の状況

主要な業務の状況を示す指標等

正味収入保険料

生命保険・医療保険

死亡保険

医療保険

損害保険

火災・家財保険

賠償責任保険

正味収入保険料とは、 （保険料－解約返戻金等）－
（再保険料－再保険返戻金－その他再保険収入）です。

元受正味保険料

生命保険・医療保険

 死亡保険

 医療保険

損害保険

火災・家財保険

賠償責任保険

元受正味保険料とは、 （保険料－解約返戻金等）です。

2021年度 2022年度
金額 構成比 金額 構成比

②

３．

合　　計

※

区　　　分

区　　　分

合　　計

117,655千円 100.0％ 146,987千円 100.0％ 

※

35,321千円 30.0％ 956千円 0.7％ 

－ －－－

6.4％ 

82,334千円 70.0％ 137,567千円 93.6％ 

79,207千円 

35,321千円 30.0％ 9,420千円 

67.3％ 129,045千円 

31,260千円 26.6％ 8,522千円 5.8％ 

87.8％ 

69,481千円 100.0％ 125,088千円 100.0％ 

－ －－－

3,995千円 5.7％ 956千円 0.8％ 

2,682千円 3.9％ 7,898千円 6.3％ 

3,995千円 956千円 0.8％ 5.7％ 

92.9％ 62,804千円 90.4％ 

オリーブ少額短期保険株式会社　ディスクロージャー （2023）

116,234千円 

①

（1）

2021年度 2022年度
金額 構成比

124,132千円 99.2％ 

構成比

65,486千円 94.3％ 

金額

オリーブ少額短期保険株式会社　ディスクロージャー （2023）
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支払再保険料

生命保険・医療保険

死亡保険

医療保険

損害保険

火災・家財保険

賠償責任保険

支払再保険料とは、（再保険料－再保険返戻金－その他再保険収入）です。

保険引受利益

生命保険・医療保険

 死亡保険

 医療保険

損害保険

火災・家財保険

賠償責任保険

の経常費用）を加味したものです。

④

△ 24,267千円 △346.3％

1,056千円 11.4％ 

33,569千円 360.9％ 

区　　　分
2021年度

58,357千円 100.0％ 

31,394千円 53.8％ 

31,394千円 53.8％ 

③

2021年度
金額 構成比

26,964千円 46.2％ 

区　　　分

※ 保険引受利益とは、保険の引受に伴い生じた利益であり、保険引受収益から

△ 1,776千円 0.4％ 

－ － －

合　　計 9,302千円 100.0％ △ 405,172千円 100.0％ 

－

△ 37,839千円 9.3％ 

△ 24,267千円 △346.3％ △ 1,776千円 0.4％ 

△ 403,396千円 99.6％ 

32,513千円 349.5％ △ 365,557千円 90.2％ 

2022年度
金額 構成比 金額 構成比

21,898千円 100.0％ 

※

26,166千円 44.8％ 

797千円 1.4％ 

－ －

623千円 2.8％ 

8,464千円 38.7％ 

58.5％ 

－ －

保険引受費用、事業費を控除し、その他の収支（その他の経常収益－その他

オリーブ少額短期保険株式会社　ディスクロージャー （2023）

13,434千円 61.3％ 

12,811千円 

2022年度
金額 構成比

8,464千円 38.7％ 

合　　計

オリーブ少額短期保険株式会社　ディスクロージャー （2023）
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正味支払保険金

生命保険・医療保険

死亡保険

医療保険

損害保険

火災・家財保険

賠償責任保険

正味支払保険金とは、（保険金－回収再保険金）です。

元受正味保険金

生命保険・医療保険

 死亡保険

 医療保険

損害保険

火災・家財保険

賠償責任保険

あった場合、回収した金額を控除したものです。
※ 元受正味保険金とは、元受契約の支払保険金から元受契約に係る求償等が

14千円 0.2％ 203千円 1.4％ 

－ － － －

合　　計 7,340千円 100.0％ 14,821千円 100.0％ 

160千円 2.2％ 657千円 4.4％ 

14千円 0.2％ 203千円 1.4％ 

7,326千円 99.8％ 14,618千円 98.6％ 

7,166千円 97.6％ 13,961千円 94.2％ 

⑥

区　　　分
2021年度 2022年度

金額 構成比 金額 構成比

※

14千円 0.2％ 203千円 1.4％ 

－ － － －

合　　計 7,340千円 100.0％ 14,821千円 100.0％ 

160千円 2.2％ 657千円 4.4％ 

14千円 0.2％ 203千円 1.4％ 

7,326千円 99.8％ 14,618千円 98.6％ 

7,166千円 97.6％ 13,961千円 94.2％ 

区　　　分
2021年度 2022年度

金額 構成比 金額 構成比

⑤

オリーブ少額短期保険株式会社　ディスクロージャー （2023）オリーブ少額短期保険株式会社　ディスクロージャー （2023）
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回収再保険金

生命保険・医療保険

死亡保険

医療保険

損害保険

火災・家財保険

賠償責任保険

回収再保険金とは、再保険契約に基づき回収した保険金のことです。

⑦

合　　計 16,101千円 100.0％ 12,974千円 

274千円 1.7％ 274千円 

区　　　分
2021年度 2022年度

金額 構成比 金額 構成比

2.1％ 

15,827千円 98.3％ 

96.1％ 12,465千円 

12,700千円 97.9％ 

1.5％ 235千円 1.8％ 

15,587千円 

240千円 

96.8％ 

※

274千円 1.7％ 3,411千円 26.3％ 

－ － － －

100.0％ 
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保険契約に関する指標等

契約者配当金

該当事項はありません。

正味損害率、正味事業費率及びその合算率

死亡保険

医療保険

損害保険

火災・家財保険

賠償責任保険

※ 正味損害率は『正味支払保険金÷正味収入保険料×100』で算出されています。
※ 正味事業費率は『正味事業費÷正味収入保険料×100』で算出されています。
※ 合算率は『正味損害率＋正味事業費率』で算出されています。

出再控除前の発生損害率、事業費率及びその合算率

 死亡保険

 医療保険

損害保険

火災・家財保険

賠償責任保険

※ 発生損害率は『出再控除前の発生保険金÷出再控除前の既経過保険料×100』で
算出されています。

※ 事業費率は『事業費÷出再控除前の既経過保険料×100』で算出されています。
※ 合算率は『発生損害率＋事業費率』で算出されています。

生命保険・医療保険

生命保険・医療保険

535.9％ 546.4％

153.8％163.2％

－ － －

153.8％ 190.2％

－

190.2％

－

454.5％ 465.1％ 

合算率

393.4％ 413.9％

－

99.4％ 

1,596.5％ 

422.1％

20.5％ 

合算率

1,262.8％ 

8.3％ 

10.6％ 

0.3％ 

19.9％

39.2％

32.1％

25.5％ 

36.4％ 

36.4％ 

1,262.4％ 

163.2％

29.2％ 

12.2％ 10.5％ 

0.3％ 

26.0％ 

事業費率

406.5％

402.2％

－

合算率 正味損害率

－

88.8％ 

合算率正味事業費率

21.2％ 

－

10.6％ 

21.2％ 

456.9％ 

436.7％ 

578.3％ 

448.7％ 

586.6％ 

1,617.7％ 1,596.5％ 

17.0％ 

23.2％ 

1,262.4％ 

28.4％ 

合　　計 18.8％ 54.5％ 73.3％ 21.0％ 

0.4％ 

39.5％

0.4％ 

－

発生損害率

13.5％

13.7％ 19.9％ 

1,262.8％ 

2021年度 2022年度
発生損害率

合　　計

385.5％

－

163.5％

163.5％

1,617.7％ 

－
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区　　　分

11.2％ 

12.0％ 

②

③

事業費率

①

28.4％ 

正味損害率 正味事業費率

445.7％ 

（2）

17.2％ 

区　　　分
2021年度 2022年度

11.2％ 

11.4％ 

6.0％ 
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出再を行った再保険会社の数と出再再保険料の上位5社の割合

出再再保険料の格付ごとの割合

格付区分はスタンダード＆プアーズ社の財務格付を使用しています。

未収再保険金の額

生命保険・医療保険

死亡保険

医療保険

損害保険

火災・家財保険

賠償責任保険

2022年度

区　　　分

合　　計 1,970千円 

－

0千円 

100.0％ 4,368千円 100.0％ 

114千円 0.0％ 1,250千円 0.0％ 

－ － －

0.0％ 

114千円 0.0％ 1,250千円 0.0％ 

0千円 0.0％ 

100.0％ 3,118千円 100.0％ 

構成比

1,856千円 100.0％ 3,118千円 100.0％ 

1,856千円 

金額

2社

100.0％

※

⑤

金額

⑥

格付区分

2021年度 2022年度
構成比

100.0％ 100.0％ 合計

100.0％ 100.0％

2021年度

オリーブ少額短期保険株式会社　ディスクロージャー （2022）

④

－ －

－

2022年度2021年度項　　目

 出再先保険会社の数

 出再保険料のうち上位5社の出再保険料の割合

2社

100.0％

－

出再再保険料における割合

 Ａ－以上

 ＢＢＢ以上

 その他

オリーブ少額短期保険株式会社　ディスクロージャー （2023）
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経理に関する指標等

支払備金

生命保険・医療保険

死亡保険

医療保険

損害保険

火災・家財保険

賠償責任保険

支払備金は、元受契約における普通支払備金及び既発生未報告支払備金から、
それに係る再保険契約に基づく出再分を控除したものです。

責任準備金

生命保険・医療保険

 死亡保険

 医療保険

損害保険

火災・家財保険

賠償責任保険

責任準備金は、元受契約における普通責任準備金および異常危険準備金から、
それに係る再保険契約に基づく出再分を控除したものです。

合　　計 35,394千円 100.0％ 63,816千円 100.0％ 

※

1,825千円 5.2％ 12,799千円 20.1％ 

－ － － －

1,056千円 3.0％ 3,215千円 5.0％ 

1,825千円 5.2％ 12,799千円 20.1％ 

33,569千円 94.8％ 51,017千円 79.9％ 

32,513千円 91.9％ 47,802千円 74.9％ 

②

区　　　分
2021年度 2022年度

金額 構成比 金額 構成比

※

0千円 0.0％ 0千円 0.0％ 

－ － － －

合　　計 2,928千円 100.0％ 2,928千円 100.0％ 

0千円 0.0％ 0千円 0.0％ 

0千円 0.0％ 0千円 0.0％ 

2,928千円 100.0％ 2,928千円 100.0％ 

2,928千円 100.0％ 2,928千円 100.0％ 

①

区　　　分
2021年度 2022年度

金額 構成比 金額 構成比

（3）
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利益準備金及び任意積立金の区分ごとの残高

損害率の上昇に対する経常利益の額の変動

発生損害率（支払率）が1％上昇すると仮定

経常利益の減少額 ＝発生損害額（支払額）の増加額

＝正味既経過保険料×1％

資産運用に関する指標等

資産運用の概況

 総資産

 現預金

（4）

④

①

2021年 2022年度

1,251千円 1,132千円 

利益準備金

合計

任意積立金

185,537千円 100.0％ 

87,059千円 65.1％ 112,261千円 60.5％ 

87,059千円 65.1％ 112,261千円 60.5％ 

－ － －

100.0％ 133,707千円 

構成比

6,706千円 

－－

運用資産計

算出方法

上昇率

経常利益の減少額

－ －

6,706千円 

区　　　分
2021年度 2022年度

金額 構成比
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③

金額
2022年度
金額

6,706千円 6,706千円 

2021年度
区分

金額

 金銭信託 －

 有価証券 － －

オリーブ少額短期保険株式会社　ディスクロージャー （2023）
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利息配当収入の額及び運用利回り

保有有価証券の種類別の残高及び合計に対する構成比

該当事項はありません。

保有有価証券利回り

該当事項はありません。

保有有価証券の種類別の残存期間別残高

該当事項はありません。

責任準備金の残高の内訳

生命保険・医療保険

死亡保険

医療保険

損害保険

火災・家財保険

賠償責任保険

542千円 

542千円 

－

4,767千円 

－

－

－

－

－

－

②

区　　　分
2021年度 2022年度

運用資産計 0.9千円 0.00％ 1.3千円 0.00％ 

金額 利回り 金額 利回り

 現預金 0.9千円 0.00％ 1.3千円 0.00％ 

４．

種　　目
普 通 責 任
準  備  金

 金銭信託 － － － －

 有価証券 － － － －

0.00％ 
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合　　　計 59,049千円 63,816千円 

12,257千円 12,799千円 

－

－

－

－

2,715千円 3,215千円 

12,257千円 12,799千円 

合　　計

46,792千円 51,017千円 

44,077千円 47,802千円 

異 常 危 険
準　備  金

4,225千円 

3,725千円 

500千円 

契約者配当
準備金等

1.3千円 

③

④

⑤

小　　　計 0.9千円 0.00％ 

 その他 － － －
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Ⅴ. 運営に関する事項

リスク管理の体制

検討を行っております。

再保険に関する基本方針

付すことでリスクの軽減・移転を図っております。

信用度の高い再保険会社を選定しております。

安定した再保険カバーの確保に努めております。

法令遵守の体制（コンプライアンス体制）

制定しております。

審議、検討を行う体制を構築しております。

ともに適宜教育を行っております。

ニーズとプライバシーの保護の立場から適正、適切な勧誘に努めております。

策定・公表し、その主旨に従った業務運営をいたしております。

イアンス・リスク管理委員会」を設置し、コンプライアンスに関する事項の

役職員、代理店に対しては、日常業務が正しく遂行されるようコンプライア

ポリシー、顧客情報管理規程等を制定し、顧客情報の管理に万全を期す体制を

ホームページに公表し、お客様に寄り添った業務運営を目指してまいります。

アルを保持させ、十分に内容を理解させた上で日常の活動に取り組ませると
ンスに係わる適用法令、業務上の注意点を解説したコンプライアンスマニュ

オリーブ少額短期保険株式会社　ディスクロージャー （2023）

反社会的勢力への対応につきましては「反社会的勢力に関する基本方針」を

保険を勧誘する際の基本方針として「勧誘指針」を策定・公表し、お客様の

個人情報の保護に関しては、情報セキュリティー管理指針、プライバシー

構築しております。

併せて、お客様本位の業務運営に関する基本方針を2017 年8 月21 日策定・

当社は、少額短期保険会社の業務の公共性に鑑み、リスク管理を経営の重要

１．

２．

当社は、少額短期保険会社の業務の公共性に鑑み、法令等の遵守（コンプライ

この基本方針を遂行するにあたり、代表取締社役長を委員長とする「コンプラ

また、出再に際しては、出再割合、出再金額等適切な基準に基づき実施し、

出再先はスタンダード＆プアーズ等、主要格付け機関による格付けをベースに

を期すとともに代表取締役社長を委員長とする「コンプライアンス・リスク

課題と位置づけ「リスク管理基本方針」を定め、リスクの種類ごとに各管理所
管部門がリスク発生の未然防止（早期発見）、又、リスク発生時の対応に万全

アンス）を経営の最重要課題と位置づけ、「コンプライアンス基本方針」を

当社は再保険規程に則り、引き受けた保険契約に係るリスクの一部を再保険に

管理委員会」を設置し、組織横断的な業務に関連するリスク管理と必要な施策の

オリーブ少額短期保険株式会社　ディスクロージャー （2023）
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指定紛争解決機関について

手続等ための手続実施基本契約を締結しております。

解決を行います。

〒104-0032　東京都中央区八丁堀3-12-8　八丁堀SFビル2階
ＴＥＬ　0120-82-1144（通話料無料）
ＦＡＸ　03-3297-0755

月曜日～金曜日（祝日・年末年始休業期間を除く）
9：00～12：00　13：00～17：00
ホームページアドレス
http://www.shougakutanki.jp/general/consumer/consult.html
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〔 受　付 〕

３．

指定少額短期保険業務紛争解決機関では、ご契約者をはじめ、一般消費者の
皆様からの少額短期保険全般に関するご相談・ご照会への対応や苦情処理・紛争

一般社団法人　日本少額短期保険協会　少額短期ほけん相談室

当社は、指定少額短期保険業務紛争解決機関である一般社団法人 日本少額
短期保険協会との間で、少額短期保険業務に関する苦情処理手続および紛争解決

オリーブ少額短期保険株式会社　ディスクロージャー （2023）
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外部意見聴取
一般の相談

苦情の申立① ⑤

和解の斡旋

裁定の申立⑥

裁定手続⑦

紛争解決等業務
に関する苦情

結果の通知

解決依頼②

報告④

オリーブ少額短期保険株式会社　ディスクロージャー （2023）

解決支援機関

 少額短期ほけん相談室

 0120-82-1144

・室長

・相談員

申立人
（保険契約者等）

話

し

合

い

③

少額短期

保険業者

  裁定委員会

・弁護士

・学識経験者

・消費者生活相談員

・顧問弁護士

・学識経験者

・消費者生活相談員

 裁定の提示・受託勧告

 裁定の取下げ・打ち切り  消費者行政・

 消費者関連団体

 からの要望・意見

<紛争解決機関における相談・苦情受付・紛争解決業務の概要>

  消費者委員会調査部会

・協会の常勤役員

・調査部会員

オリーブ少額短期保険株式会社　ディスクロージャー （2023）
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Ⅵ. 直近の2事業年度における財産の状況に関する事項

１．計算書類

（単位：千円） 
年 　度

科 　目

 現金及び預貯金  保険契約準備金
支払備金
責任準備金

 有形固定資産  代理店借
 再保険借
 その他負債

 無形固定資産 未払法人税等
ソフトウェア 未払金
代理店貸 預り金
再保険貸 その他の負債
その他資産  負債の部　合計

 資本金
仮払金  利益剰余金
貯蔵品 利益準備金利益準備金
その他の資産 その他利益剰余金
供託金 繰越利益剰余金

 株主資本合計
 純資産の部 合計

2022年度末 2021年度末

407 

0 

年 　度

金　額

12,261 35,795 
391 

2021年度末

金　額

0 

科 　目

（　負債の部　）

2,736 

オリーブ少額短期保険株式会社　ディスクロージャー （2023）

 資産の部合計

5,976 153,841 

金　額

36,895 

133,707 

153,841 

50,065 △ 398,853

△ 392,148

50,065 △ 398,853
－

31,460 

2022年度末

185,301 

6,706 

42,420 

164 

56,771 

12,008 
12,008 2,345 

0 

825 
111 

24,000 

11 
15,447 

303 
111,003 

223,804 

116 
2,695 

－
80,771 

4,289 

0 

負債・純資産の部合計

（純資産の部）

22,000 22,000 

311 
0 

100 271 

150,232 52,936 

113,734 
6,706 

21,052 

185,301 

15,257 

4,015 

87,059 

133,707 

4,015 
696 

（1） 貸借対照表

建物附属設備

3,864 

未収入金
前払費用

14 

工具器具備品 127 

1,569 

現金
預貯金

金　額

63,269 
1,200 
62,069 

244 7,329 3,559 

1,100 
112,261 

（　資産の部　）
87,059 

265 
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（2）損益計算書
（単位：千円） 

　年　　　度

科　　　目

 経常収益
保険料等収入
保険料
再保険収入
回収再保険金
再保険手数料
再保険返戻金
その他再保険収入

支払備金戻入額
責任準備金戻入額
資産運用収益
利息及び配当金収入

その他収入
 経常費用
保険金等支払金
保険金
解約返戻金等
再保険料

責任準備金等繰入額
支払備金繰入額
責任準備金繰入額

事業費
営業費及び一般管理費
税金
減価償却費

 経常利益（経常損失）
 特別利益
その他特別利益
 特別損失
その他特別損失
 税引前当期純利益（同当期純損失）
 法人税及び住民税
 法人税等合計
 当期純利益（当期純損失）

8,900 
1 1 

12,313 

金　　　額

1,621 
14,842 

－
－
－
－

14,745 
355 

49,893 

442 

△ 448,919 

2021年度
　2021年4月1日～

　　　　2022年3月31日

169,888 
167,558 
117,665 
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2022年度
　2022年4月1日～

　　　　2023年3月31日

金　　　額
188,866 
180,064 
147,494 
32,571 
16,111 15,986 
6,380 
457 
9,622 

22,810 
980 

10,117 
△ 99,981 

0 
1 

1,887 
0 
1 

637,245 
63,606 

155,046 
82,711 

30,931 
508 

31,978 

23,441 
913 

58,357 
△ 85 
－

△ 85 

1,708 
－

1,708 
573,554 
568,572 
2,486 

74,043 
72,383 
38 

2,496 

2,432 

△ 448,379 
0 

△ 448,379 

－

540 

－
－

－
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（3）キャッシュ・フロー計算書

（単位：千円） 
年　　　度年　　　度

科　　　目

 営業活動によるキャッシュ・フロー
税引前当期純利益（△は損失）
減価償却費
支払備金の増加額（△は減少）
責任準備金の増加額（△は減少）
利息及び配当金等収入
有形固定資産関係損益（△は益）
代理店貸の増加額（△は増加）
再保険貸の増加額（△は増加）
その他資産の増減額（△は増加）
代理店借の増加額（△は減少）
再保険借の増加額（△は減少）
その他負債の増減額（△は減少）

利息及び配当金等の受取額
法人税等の支払額
営業活動によるキャッシュ・フロー
 投資活動によるキャッシュ・フロー

その他
投資活動によるキャッシュ・フロー
 財務活動によるキャッシュ・フロー
配当金の支払額
財務活動によるキャッシュ・フロー
 現金及び現金同等物に係る換算差額
 現金及び現金同等物の増減額（△は減少）
 現金及び現金同等物期首残高
 現金及び現金同等物期末残高 112,261 

－
－
－

－

－
25,202 
87,059 

－

684 
△ 189

0 
△ 1,167
△ 3,770
460,194
22,716 

－
2,486 
25,202 

11,919 
75,140 
87,059 

△ 448,379
2,496 
6,284 
6,563 
－
－

－
－

－

△ 630

－

9,575
－

2,345 
11,919 

－

－

△ 1,708
－
－

有形固定資産の取得による支出

14,745 
1,621 

△ 1,887

小　　　計

△ 1,179

1,412
0 

△ 1,265

△ 1,534

金　　　額
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2021年度 2022年度
　2022年4月1日～
　　　　2023年3月31日

　2021年4月1日～
　　　　2022年3月31日

金　　　額
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（4） 株主資本等変動計算書

自
2021年度

至

（単位：千円） 

当期首残高

当期変動額

剰余金の配当

当期純利益

当期変動額合計

当期末残高

自
2022年度

至

（単位：千円） 

当期首残高

当期変動額

剰余金の配当

当期純利益

当期変動額合計

当期末残高

820,014

利益剰余金

合計

24,000 6,705 62,378 69,084

12,313

12,313 12,313 12,313 12,313

807,701

繰越利益
剰余金

24,000

純資産合計
資本金

利益剰余金

株主資本

合計利益準備金

その他利益
剰余金 利益剰余金

合計繰越利益
剰余金

2022 年 4 月 1 日
株主資本等変動計算書

2023 年 3 月 31 日

株主資本

12,313 12,313 12,313

93,084

6,705 50,065 56,771 80,771

純資産合計
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その他利益
剰余金

2021 年 4 月 1 日
株主資本等変動計算書

2022 年 3 月 31 日

株主資本

利益準備金
資本金

利益剰余金

株主資本

合計

80,77124,000 6,705 50,065 56,771 80,771

△ 448,919 △ 448,919 △ 49,311 △ 49,311

△ 49,311

223,804 6,705 △ 398,854 △ 392,148 31,460 31,460

199,804 △ 448,919 △ 448,919 △ 49,311
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【重要な会計方針に係る事項に関する注記】
固定資産の減価償却の方法
・有形固定資産
工具器具備品については、リース期間定額法を採用しています。

・無形固定資産
定額法を採用しています。

・消費税等の会計処理は税込経理方式を採用しています。
・

・
います。

・
・

損益計算書に関する注記
・正味収入保険料の内訳

保険料 千円
再保険返戻金 千円
その他再保険収入 千円
再保険料 千円
解約返戻金等 千円
差引 千円

・正味支払保険金の内訳
保険金等 千円
回収再保険金 千円
差引 千円

・

・利息及び配当金収入の内訳　
預貯金利息 円

有形固定資産から控除した減価償却累計額は1,842千円です。

37,503 千 円 で あ り ま す。

1,708 千 円 で あ り ま す 。

リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・
リース取引については、通常の賃貸借取引に準じた会計処理によっております。
責任準備金の積立基準は、保険業法施行規則第211条46の規定に基づき算出して

再保険を付した部分に相当する支払備金（出再支払備金）の金額は2,987 千円
であり、再保険を付した部分に相当する責任準備金(出再責任準備金）の金額は

オリーブ少額短期保険株式会社　ディスクロージャー （2023）

貸借対照表に関する注記

1,319

147,494
457
9,622
31,978

125,088

16,111

であり、責任準備金繰入額の計算上、差し引かれた出再責任準備金の繰入額は
支払備金戻入額の計算上、差し引かれた出再支払備金戻入額は1,887 千円

14,820

30,931

508
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関係当事者との取引に関する注記

キャッシュ・フロー計算書に関する注記
・現金及び現金同等物の範囲は手許現金及び要求払い預金からなっています。

株主資本等変動計算書に関する注記
・該当事業年度の末日における発行済株式の数 普通株式 株

1株あたりの情報に関する注記
・ 1株当たりの純資産額
・ 1株当たりの当期純利益

その他の注記
記載金額は単位未満を切り捨てて表示しております。

重要な後発事象に関する注記
該当事項はありません。

会社名

株式会社ナローピーク 100％

18,571

属性

親会社

関連当事者
との関係

－

取引
金額
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円 21銭

－

取引
内容

－ － －

円 24 銭
-2,658,005

1694

科目
期末
残高

議決権等の
所有割合
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２．保険金等の支払能力の充実の状況
（単位：千円） 

 （1）ソルベンシー・マージン総額
① 純資産の部の合計額（繰延資産等控除後の額）
② 価格変動準備金
③ 異常危険準備金
④ 一般貸倒引当金
⑤ その他有価証券評価差額（税効果控除前99％又は100％）
⑥ 土地の含み損益（85％又は100％）
⑦ 契約者配当準備金の一部（除、翌期配当所要額）
⑧ 将来利益
⑨ 税効果相当額
⑩ 負債性資本調達手段等
 告示（第14号）第2条第3項第5号イに揚げるもの（⑩(a)）
 告示（第14号）第2条第3項第5号ロに揚げるもの（⑩(b)）

（2）リスクの合計額  √[R12+R22]+R3+R4
保険リスク相当額
 R1　一般保険リスク相当額
 R4　巨大災害リスク相当額

R2　資産運用リスク相当額
価格変動等リスク相当額
信用リスク相当額
子会社等リスク相当額
再保険リスク相当額
再保険回収リスク相当額

R3　経営管理リスク相当額
(3) ソルベンシー・マージン比率　（1）/｛（1/2）×（2）｝

※1．ソルベンシー・マージン比率は小数点第2位以下を切り捨てています。

3．所得価格又は契約価格、時価及び評価損益
①有価証券
該当事項はありません。

②金銭の信託
該当事項はありません。

4. 計算書類の会計監査人の監査
該当事項はありません。

2,079.2％

－
1,123 
－

588 
155 
83 113 

3,410.9％

1,537 
2,520 
1,611 
－
871 
－

－
－

－

588 
153 

－
－
－
－
－

3,239 
2,276 
1,539 
737 
1,866 

－
－
－

4,861 
4,058 

－

－
－
－
－

82,894 

－
2,123 

80,771 

－

項　　　目
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2021年度末

－

34,480 
2022年度末

31,460 
－

3,020 
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